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特　　　　集／あさひ保育園の運営委託

町政スポット／平成 23 年度デマンドタクシー運行計画、

　　　　　　　宮宿小屋内運動場改修工事、町生涯学習推進大会　ほか

ま ち の 話 題／ JTB 東北　観光地クリーンアップキャンペーン　2010、

　　　　　　　カフェ蔵 ミニワインパーティー「ワイン物語」　ほか

卒業間近　感謝の気持ちを込め握手を交わす

（３月８日／西五百川小 6 年生を送る会）

※ 11 頁に関連記事



広
報
あ
さ
ひ
ま
ち  

3
月
号　
　

2

特　集

特集●あさひ保育園の運営委託

保
育
内
容
は
そ
の
ま
ま
維
持

あ
さ
ひ
保
育
園
の
運
営
委
託

町は４月１日から、「社会福祉法人あさひ会」にあさひ保育園等の運営を委託します

　

町
は
４
月
１
日
か
ら
「
社
会

福
祉
法
人
あ
さ
ひ
会
（
加
藤
正

理
事
長
）」
に
、
あ
さ
ひ
保
育
園
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
さ
ひ
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を

委
託
し
ま
す
。

民
営
化
の
理
由
そ
の
①

「
柔
軟
な
組
織
へ
の
改
編
」

　

委
託
を
進
め
る
理
由
は
大
き

く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
多
様
化
す
る
保
育
需

要
に
応
え
る
た
め
、
組
織
体
制

を
柔
軟
に
す
る
こ
と
で
す
。
現

組
織
の
勤
務
形
態
は
、
町
職
員
、

つ
ま
り
公
務
員
の
就
業
規
程
を

基
本
と
し
て
い
る
た
め
、
多
く

の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

　

休
日
や
夜
間
の
保
育
な
ど
、

今
後
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
い
く
に
は
、
民
間
型
の
組

織
に
改
め
た
方
が
対
応
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

民
営
化
の
理
由
そ
の
②

「
身
分
・
待
遇
面
の
改
善
」

　

も
う
一
つ
は
、
職
員
の
身
分
・

待
遇
面
を
良
く
し
、
保
育
の
質

を
高
め
る
こ
と
で
す
。

　

近
年
の
臨
時
職
員
は
担
任
を

持
つ
な
ど
負
担
が
増
大
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
臨
時
職

員
は
法
的
に
勤
務
時
間
に
制
約

が
あ
り
、
雇
用
も
１
年
単
位
。

ま
た
年
齢
や
勤
務
年
数
に
関
係

な
く
、
同
一
賃
金
の
支
給
の
た

め
、
不
安
定
な
身
分
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
仕
事
に
も
共
通
す
る

こ
と
で
す
が
、
業
務
の
多
様
化
・

複
雑
化
が
進
む
半
面
、
待
遇
面

が
変
わ
ら
な
い
と
い
う
状
況
で

は
仕
事
に
対
す
る
意
欲
が
高
ま

り
ま
せ
ん
。
保
育
の
質
を
高
め

る
う
え
で
も
、
身
分
・
待
遇
面

の
改
善
は
重
要
な
の
で
す
。
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職員区分 職 人数

法人

施設長（園長） 1 人

保育士 16 人

看護師 1 人

事務員 1 人

町職員
保育士 9 人

調理師 2 人

法人

臨時職員

保育助手 4 人

調理助手 2 人

運転手 2 人

職員構成（予定）

役職名 氏　名 地区名

理事長 加藤　　正 夏草

施設長（園長） 五十嵐　勉 中沢

理事

小林　秀子 西町

登坂ひかる 八ッ沼

岡﨑　文彦 大町

鈴木　直幸 大谷五

成原　哲也 新宿

監事
柴田七郎兵衛 大町

鈴木　高光 緑町

理事会

■社会福祉法人あさひ会の概要です

【社会福祉法人あさひ会 組織図】

保育園
子育て支援

センター
放課後

児童クラブ

組織体系と運営施設

町 理事会理事長

保護者会

施設長
（園長）

社会福祉法人あさひ会
　国の基準や指針及び町の方針に基づき、保育園
を管理運営

保護者
児　童

町
（保育の実施主体）

保育園
（町の施設）

入　
園

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

指
導
・
監
督
等

事
業
報
告
等

入園の決定等

保育料の決定・徴収

入園の申込等

保育料の納入

「
社
会
福
祉
法
人

あ
さ
ひ
会
」
と
は

　

社
会
福
祉
法
人
あ
さ
ひ
会
は
、

保
育
園
の
運
営
委
託
を
目
的
に

今
年
３
月
１
日
付
で
新
た
に
認

可
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
人
の
組
織
は
、
理
事
が
７

人
、
監
事
が
２
人
。
児
童
福
祉

や
教
育
分
野
な
ど
の
委
員
会
や

審
議
会
で
、「
委
員
」
の
経
験
を

お
持
ち
の
方
々
が
中
心
で
、
任

期
は
２
年
で
す
。

　

理
事
長
（
非
常
勤
）
に
は
、

西
川
町
出
身
で
、
民
間
企
業
へ

の
勤
務
や
千
葉
県
内
で
小
学
校

校
長
を
務
め
た
経
験
を
持
つ
加

藤
正
さ
ん
（
夏
草
／
67
歳
）
が

就
任
。
ま
た
、
３
施
設
の
施
設

長
（
園
長
）
を
務
め
る
の
は

五
十
嵐
勉
さ
ん
（
中
沢
／
60
歳
）

で
、
子
ど
も
た
ち
や
施
設
の
安

全
管
理
に
あ
た
る
ほ
か
、
常
勤

職
員
の
長
と
し
て
職
員
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
あ
た
り
、
保
育
士

が
保
育
に
集
中
で
き
る
環
境
を

整
え
ま
す
。

運
営
の
最
終
責
任
は

町
の
ま
ま

　

運
営
が
法
人
に
代
わ
っ
て
も
、

保
育
方
針
は
あ
く
ま
で
町
が
定

め
ま
す
。
延
長
保
育
や
土
曜
保

育
な
ど
は
継
続
し
て
実
施
す
る

ほ
か
、
行
事
に
つ
い
て
も
原
則

と
し
て
継
承
さ
れ
、
現
在
の
保

育
内
容
が
維
持
さ
れ
ま
す
。

　

保
護
者
と
町
、
そ
し
て
法
人

の
関
係
は
左
図
の
と
お
り
。
保

育
料
の
算
定
・
徴
収
を
含
め
、

運
営
の
最
終
責
任
は
こ
れ
ま
で

同
様
町
に
あ
り
、
両
者
が
連
携

を
取
り
な
が
ら
責
任
を
持
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
保
育
に
あ
た
り

ま
す
。

　

職
員
は
昨
年
以
降
行
わ
れ
た

試
験
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
保
育

士
等
が
配
置
さ
れ
ま
す
が
、
保

育
の
継
続
性
や
園
児
・
保
護
者

と
の
信
頼
関
係
を
考
慮
し
、
町

職
員
を
派
遣
し
ま
す
。
派
遣
期

間
は
、
町
・
法
人
・
保
護
者
の

三
者
が
協
議
の
上
決
定
し
ま
す
。
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特集●あさひ保育園の運営委託 町は４月１日から、「社会福祉法人あさひ会」にあさひ保育園等の運営を委託します

■
「
子
ど
も
の
成
長
を
一
緒
に
喜
べ
る
施
設
に
」
加
藤
理
事
長

―
理
事
長
就
任
の
抱
負
を
一
言
。

　
「
子
ど
も
の
成
長
を
保
護
者
と
一

緒
に
喜
べ
る
施
設
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
多
く
の
職
員
が
町
営
体

制
か
ら
引
き
続
き
採
用
さ
れ
て
い

る
と
は
言
え
、
新
た
な
組
織
と
な

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
保
護
者
の

皆
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
」

―
千
葉
県
か
ら
転
入
さ
れ
た
そ
う

で
す
が
…

　
「
そ
う
で
す
。
転
入
し
て
約
10

年
に
な
り
ま
す
。
で
も
実
は
実
家

は
隣
の
西
川
町
。
Ｕ
タ
ー
ン
す
る

際
、
西
川
町
も
候
補
で
し
た
が
、

当
時
の
町
職
員
の
方
が
と
て
も
い

い
対
応
を
し
て
く
れ
て
、
町
全
体

か
ら
温
も
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

朝
日
町
に
は
こ
う
し
た
人
の
温

か
さ
の
ほ
か
、
自
然
と
伝
統
行
事

が
あ
り
、
三
者
が
う
ま
く
調
和
し

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
こ
う
し
た

良
い
点
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

―
町
の
子
ど
も
の
印
象
は
？

　
「『
素
直
さ
』
が
印
象
的
で
す
ね
。

３
年
間
携
わ
っ
た
『
ド
キ
ド
キ
探

検
隊
』
の
活
動
で
感
じ
ま
し
た
。

　

私
な
り
の
分
析
で
す
が
、
こ
の

理
由
は
、
３
世
代
同
居
の
家
庭
が

多
か
っ
た
り
、
祖
父
母
が
近
く
に

住
ん
で
い
た
り
す
る
こ
と
が
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
祖
父
母
の
方
々

の
愛
情
が
注
が
れ
て
い
る
と
い
う

か
…
。
両
親
だ
け
で
は
で
き
な
い

し
つ
け
や
教
育
が
、
き
ち
ん
と
行

き
届
い
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
」

　
―
ど
ん
な
保
育
園
を
目
指
し
ま
す

か
？

　
「『
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
』
の
こ

と
わ
ざ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

人
間
に
と
っ
て
乳
幼
児
期
は
人
格

形
成
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る
時

期
で
す
。
日
常
の
保
育
は
も
ち
ろ

ん
、
自
然
や
文
化
な
ど
に
触
れ
る

機
会
を
大
切
に
し
、
感
受
性
豊
か

な
子
ど
も
に
育
つ
よ
う
保
育
園
の

運
営
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
」

―
趣
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
野
菜
作
り
で
す
ね
。
趣
味
と

言
う
か
、
も
は
や
生
活
の
一
部
。

収
穫
し
た
農
作
物
を
近
所
の
方
に

差
し
上
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

都
会
か
ら
来
た
自
分
だ
け
に
、
笑

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

　

そ
の
ほ
か
町
の
文
芸
サ
ー
ク
ル

『
た
む
し
ば
』
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。将
来
的
に
は『
自
分
史
』を
作
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

―
座
右
の
銘
や
「
モ
ッ
ト
ー
」
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「『
汗
し
て
働
く
こ
と
』
で
す
ね
。

貧
し
い
農
家
に
生
ま
れ
た
せ
い
か
、

幼
い
頃
か
ら
親
の
手
伝
い
を
し
な

が
ら
育
っ
て
き
た
こ
と
が
由
来
だ

と
思
い
ま
す
。
働
く
こ
と
で
社
会

の
様
子
が
わ
か
り
ま
す
し
、
他
の

人
々
や
地
域
と
の
か
か
わ
り
合
い

も
生
ま
れ
ま
す
。
こ
う
見
え
て
も

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

と
し
て
、
草
刈
り
な
ど
に
活
動
し

て
い
る
ん
で
す
よ
（
笑
）」

町保育の新たな舵取り役

理事長・施設長に聞く

【左】社会福祉法人あさひ会　理事長　加藤正さん（夏草）
昭和 18 年西川町生まれ。民間企業に勤務しながら夜間大学で小学校教員免
許を取得。千葉県内の小学校や教育委員会に勤務し、平成 13 年３月退職。
同年４月に朝日町に移住し、現在は町社会教育委員会委員、町教育振興計
画策定委員などを務める。67 歳。

【右】　同　施設長（園長）　五十嵐勉さん（中沢）
昭和 25 年朝日町生まれ。高校を卒業後約 37 年間、山形県信用農業協同組
合連合会などに勤務し、平成 20 年 1 月をもって退職。同年 10 月から人権
擁護委員を務める。60 歳。
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■
「
組
織
を
円
滑
に
動
か
す
こ
と
が
役
割
」
五
十
嵐
施
設
長
（
園
長
）

―
常
勤
職
員
と
し
て
、
施
設
運
営

の
最
前
線
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
ね
。

　
「
園
児
と
施
設
の
安
全
管
理
は

も
ち
ろ
ん
、
町
の
保
育
方
針
や
理

事
長
の
考
え
に
沿
っ
て
組
織
を
円

滑
に
動
か
す
の
が
私
の
役
割
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

あ
さ
ひ
保
育
園
は
、
町
の
幼
児

の
ほ
と
ん
ど
が
集
う
施
設
。
町
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
元
気

に
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
調
整
役

を
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
約
２
０
０
人
の
園
児
の
名
前
を

覚
え
る
こ
と
が
第
一
で
す
ね
（
笑
）」

―
女
性
が
中
心
の
職
場
で
す
が

　
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
も
女
性

が
多
い
職
場
で
し
た
の
で
、
特
に

意
識
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
男
性
、

女
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の

職
員
が
素
直
に
自
分
を
出
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
な
職
場
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
」

―
目
指
す
「
園
長
」
像
は
？

　
「
園
長
と
は
言
え
、
と
に
か
く
園

児
と
の
ふ
れ
あ
い
が
大
切
。
で
き

る
だ
け
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
言
う
の
も
、
私
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
時
代
、
毎
日
午
後
９
時
頃
に

帰
宅
す
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
分
、
帰
宅
後
や
休
み
の

日
は
子
ど
も
と
遊
ぶ
時
間
を
大
切

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
気
で
子

ど
も
に
か
か
わ
る
と
、
子
ど
も
た

ち
の
反
応
が
ま
る
で
違
い
ま
し
た
。

　

大
人
が
本
気
で
か
か
わ
っ
た
分

だ
け
、
子
ど
も
た
ち
は
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
吸
収
し
、
成
長
し
て
く

れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
」

―
お
父
さ
ん
（
五
十
嵐
豊
田
さ
ん
）

は
町
の
教
育
委
員
を
務
め
ま
し
た

ね
。

　
「
父
を
教
育
委
員
と
し
て
特
別

に
意
識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
仕
事
の
帰
り
が
遅
か
っ
た

分
、子
育
て
は
父
母
に
大
き
く
頼
っ

た
の
も
事
実
。
子
育
て
の
先
輩
と

し
て
、
当
時
は
父
の
背
中
か
ら
い

ろ
い
ろ
と
学
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま

す
」

―
趣
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
基
本
的
に
は
い
ろ
ん
な
こ
と
に

挑
戦
す
る
タ
イ
プ
で
す
が
、
あ
え

て
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
海
釣
り
で

し
ょ
う
か
。

　

最
上
川
が
自
宅
の
す
ぐ
そ
ば
を

流
れ
て
い
る
せ
い
か
、
若
い
頃
か

ら
川
遊
び
や
釣
り
が
大
好
き
で
し

た
。
社
会
人
に
な
っ
て
以
降
は
海

に
行
く
よ
う
に
な
り
、
今
で
も
年

に
５
回
ほ
ど
、
２
人
の
息
子
た
ち

と
出
か
け
て
い
ま
す
」

―
座
右
の
銘
や
「
モ
ッ
ト
ー
」
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「『
思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
す

る
こ
と
』
で
す
。
園
児
に
対
し
て

も
職
員
に
つ
い
て
も
、
こ
の
心
を

大
切
に
し
て
運
営
に
あ
た
り
た
い

と
思
い
ま
す
」

【写真】社会福祉法人あさひ会に運営が委託される３施設
あさひ保育園（左／３歳未満児クラス）、放課後児童クラブ（左下）、
子育て支援センターあさひ（下）
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町
は
、
昨
年
４
月
導
入
し
た

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
さ
ら
な

る
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
運
行
エ
リ
ア
の
拡
大
や
運

行
本
数
の
増
便
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
平
成
23
年
度
の
運
行
計
画

を
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
ま
し
た
。

　

新
規
・
変
更
な
ど
計
画
の
主

な
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
。

　

一
つ
目
は
運
行
エ
リ
ア
が
拡

大
さ
れ
、
町
内
全
域
に
な
っ
た

こ
と
。
こ
れ
ま
で
の
エ
リ
ア
に

加
え
、
和
合
地
区
、
北
部
地
区

で
の
運
行
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

た
だ
し
、
山
交
バ
ス
の

運
行
区
域
と
の
関
係
で
、

拡
大
さ
れ
た
エ
リ
ア
の

中
で
新
た
に
利
用
で
き

る
の
は
、
平
、
舟
渡
の
一

部
（
町
道
栗
木
沢
・
真

中
線
の
沿
線
か
ら
遠
い

区
域
）、
川
通
、
大
暮
山
、

大
沼
区
に
お
住
ま
い
の

方
の
み
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

二
つ
目
は
下
り
の
便
（
宮
宿

発
各
地
区
行
）
に
11
時
15
分
発

の
便
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
。

主
に
通
院
帰
り
の
方
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
増
便
す
る
も
の

で
す
。

　

三
つ
目
は
、
１
日
乗
車
券

（
１
０
０
０
円
）
を
新
た
に
発

行
す
る
こ
と
。
こ
れ
を
利
用
す

れ
ば
、
１
日
で
複
数
の
場
所
へ

の
移
動
が
お
得
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
の
運
行
内
容
と
同
じ
。
詳
し

く
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

政
策
推
進
課
地
域
振
興
係

☎
67-

２
１
１
２

①
運
行
エ
リ
ア
が
拡
大

②
宮
宿
発
11
時
15
分
の
便
を
新
設

③
一
日
乗
車
券
を
新
た
に
発
行

平成 23 年度
デマンドタクシー

運行計画

【運行日】
月曜日から金曜日。土日、祝日及び年末年始（12
月 31 日～１月３日）は運休。

【運行エリア】
町内全域（ただし利用者に一部制限あり）

【運行時刻】

※平、舟渡、川通、大暮山、大沼地区発の 1 番便は
7 時 30 分になります。

【利用料金】
全区間１回につき 400 円。ただし、小中学生お
よび障害者手帳所持の方は 200 円。幼児は無料。
回数券（12 枚綴り）は 4,000 円。1日券は 1,000 円。

【利用はお電話で】
　利用するには、運行時刻の 30 分前まで電話に
よる予約が必要です。ただし、宮宿行１番便は
前日（平日）の午後６時まで予約をお願いします。
　なお、利用にあたっては予約や配車をスムー
ズに行うため、住所・氏名等の事前登録をお願
いいたします（登録は無料）。

【予約・問合せ先】

デマンド予約センター　☎６７- ２１７３
受付は平日の午前７時 30 分から午後６時まで

平
成
23
年
度
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行
計
画

上り（各地区発宮宿行）下り（宮宿発各地区行）

1 番便 午前８時（※） 午前９時

2 番便 午前９時 30 分 午前 11 時 15 分（新）

3 番便 午後１時 午後０時 15 分

4 番便 午後３時 午後２時 30 分

5 番便 午後４時 45 分 午後４時

町民の足として定着したデマンドタクシー「あいのり号」

町政スポット
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老
朽
化
に
伴
い
、
建
て
替
え
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
た
前
田
沢
区
（
村
山
正

一
区
長
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
３
月
６
日
落
成

式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
施
設
は
木
造
平
屋
建
て
で
、
延
べ

床
面
積
は
約
１
６
０
㎡
（
約
48
坪
）。

40
畳
の
大
集
会
室
と
10
畳
の
小
会
議

室
、
調
理
室
、
倉
庫
が
設
け
ら
れ
て
い

る
ほ
か
、
建
物
全
体
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

構
造
で
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方

に
も
優
し
い
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
は
３
１
３
９
万
円
で
、
国
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
の
補
助

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

60
人
が
出
席
し
た
落
成
祝
賀
会
で

は
、
関
係
者
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
区

民
有
志
が
祝
舞
と
し

て
、
獅
子
舞
と
大
黒

舞
を
披
露
。
出
席
者

の
一
人
は
「
２
階
へ

の
上
り
下
り
が
な
く

な
り
安
心
し
て
利
用

で
き
ま
す
。
今
後
も

い
ろ
い
ろ
な
地
域
活

動
で
利
用
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

朝
日
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

と
西
村
山
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
連
合

会
合
同
に
よ
る
、「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
研
修
会
」
が

３
月
６
日
創
遊
館
で
行
わ
れ
、
約
60
人

が
受
講
し
ま
し
た
。

　
「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
」
と
は
、「
危
険
予
知
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
の
略
称
。
工
場
や
工
事
現
場

な
ど
で
は
誰
も
が
念
頭
に
置
く
も
の
で
、

安
全
に
仕
事
を
す
る
上
で
と
て
も
重
要

な
事
柄
で
す
。

　

今
回
は
イ
ラ
ス
ト
を
使
い
、
子
ど
も

会
行
事
を
行
う
上
で
の
危
険
な
行
為
や

危
険
箇
所
を
洗
い
出
し
、
そ
れ
に
対
す

る
対
処
法
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
学
習
。

各
グ
ル
ー
プ
で
は
活
発
な
意
見
が
飛
び

交
い
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

　

総
括
と
し
て
「
全
体
を
見
守
る
指
導

員
（
育
成
員
）
の
目

が
重
要
」
と
ま
と
め

る
講
師
の
言
葉
に
大

き
く
う
な
ず
く
受
講

者
。
受
講
後
の
感
想

で
は
「
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
新

年
度
の
活
動
に
活

か
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

危険予知トレーニングで事故を予防
町子ども会育成連絡協議会・西村山地区子ども会育成会連合会「ＫＹＴ研修会」

前田沢コミュニティセンターが完成

区民ら 60 人が落成を盛大に祝う

松尾亮蔵さんに東北管区警察局長表彰　少年の非行防止活動等に尽力

　少年補導員の松尾亮蔵さん（松原）が
このほど東北管区警察局長表彰を受賞し
ました。少年補導員とは、地域における
少年の非行及び犯罪被害防止を図るため、
都道府県の警察本部長が委嘱するもので
す。街頭啓発やパトロールにあたるなど、

少年の非行防止活動等に尽力されたこと
が認められました。
　なお町青少年指導センター指導委員の
阿部勝男さん（西町）、多田孝雄さん（本町）
には、県青少年補導連絡協議会長から長
年の活動に対し感謝状が贈られました。

活発な意見が飛び交ったグループ学習

このほど建て替えられた前田沢コミュニティセンター

町政スポット
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昭
和
31
年
の
建
設
か
ら
50
年

以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
の
た

め
改
築
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
宮
宿
小
学
校
体
育
館
に
つ
い

て
、
こ
の
ほ
ど
最
終
設
計
案
が

ま
と
ま
り
、
工
事
が
発
注
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
見
る
と
、
主
体

構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一

部
鉄
骨
造
の
平
屋
建
て
で
、
延

べ
床
面
積
は
現
在
の
約
２
倍
と

な
る
１
１
９
７
㎡
。
大
谷
小

学
校
の
体
育
館
と
ほ
ぼ
同
じ
大

き
さ
で
、
ア
リ
ー
ナ
に
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
剣
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
用

の
設
備
や
コ
ー
ト
が
設
け
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
遠
赤
外
線
型
の

暖
房
機
が
設
置
さ
れ
、
冬
期
間

や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
が
活
動

す
る
夜
間
で
も
利
用
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
を
請
け
負
う
の
は
小
野

建
設
株
式
会
社
（
山
形
市
）
と

大
東
建
設
株
式
会
社（
朝
日
町
）

に
よ
る
工
事
共
同
企
業
体
。
３

月
１
日
に
行
わ
れ
た
入
札
で
工

事
を
落
札
し
た
も
の
で
、
同
８

日
に
契
約
を
交
わ
し
ま
し
た
。

事
業
費
は
約
４
億
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
が
、
国
の
「
安
全
安

心
な
学
校
づ
く
り
交
付
金
」
に

よ
り
約
25
％
を
ま
か
な
い
ま

す
。

　

今
回
の
工
事
で
は
体
育
館
の

建
設
の
ほ
か
、
駐
車
場
の
整
備

と
遊
具
の
設
置
（
移
動
）、
グ

ラ
ウ
ン
ド
及
び
浄
化
槽
の
改
修

な
ど
も
予
定
。
今
後
は
４
月
７

日
の
入
学
式
終
了
後
に
体
育
館

が
解
体
さ
れ
、
工
事
を
開
始
。

そ
の
後
、
平
成
24
年
２
月
の
完

成
を
め
ざ
し
ま
す
。

来
年
２
月
の
完
成
に
向
け
工
事
を
発
注

宮
宿
小
学
校 

屋
内
運
動
場
（
体
育
館
）
改
修
工
事

新体育館完成後のイメージスケッチ

町政スポット
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地
元
の
素
材
を
使
っ
た
新
た
な

商
品
開
発
を
進
め
る
こ
と
で
、
町

内
に
「
小
さ
な
企
業
」
を
数
多
く

派
生
さ
せ
る
こ
と
が
町
内
に
お
け

る
安
定
し
た
雇
用
創
出
の
場
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

商
品
開
発
を
本
格
的
に
進
め
て

い
く
た
め
に
朝
日
町
雇
用
創
造
協

議
会
（
代
表
＝
町
長
）
で
は
、
昨

年
の
12
月
か
ら
５
人
の
商
品
開
発

員
を
採
用
。
商
品
開
発
チ
ー
フ
を

筆
頭
に
、
生
態
系
を
活
用
し
た
安

心
安
全
な
農
畜
産
物
の
開
発
、
そ

し
て
そ
の
素
材
を
活
用
し
た
加
工

食
品
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
当
協
議
会
の
最
重
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
放
牧
豚

に
つ
い
て
は
、
冬
期
間
に
お
け
る

朝
日
町
独
自
の
飼
育
試
験
が
終

了
。
生
肉
を
町
内
の
飲
食
店
関
係

者
か
ら
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
使
っ
て

も
ら
い
、
使
っ
て
み
て
の
感
想
や

意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
多
く
含
ん

だ
ボ
カ
シ
肥
料
も
試
験
製
造
が
進

み
、
雪
融
け
後
の
有
機
栽
培
試
験

圃
場
に
施
肥
し
て
み
る
準
備
も
整

い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
１
月
か
ら
は
、
事
務
所

を
朝
日
町
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

（
旧
送
橋
小
学
校
）
に
移
し
て
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

▼
連
絡
先
／
朝
日
町
雇
用
創
造
協

議
会
事
務
局
☎
85-

０
４
１
５

「都市と農山村が互いの生活を支え

合う関係」の構築を掲げ、仙台圏と

の交流を進める「朝日町産業創造推

進機構」の取り組みを連載で紹介し

ます。

業
な り わ い

 を創る

連載企画商
品
開
発
の
拠
点
を
旧
送
橋
小
に
設
置

　

町
内
の
様
々
な
団
体
が
一

年
間
の
活
動
の
成
果
を
発
表

す
る
「
町
生
涯
学
習
推
進
大

会
」
が
２
月
27
日
、
創
遊
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
公
民
館
関
係
者
な

ど
約
３
８
０
人
が
参
加
。
活

動
事
例
発
表
や
講
演
を
通
じ

て
、
魅
力
あ
る
生
涯
学
習
や

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
女
性
文
化
教
室

初
心
者
の
た
め
の
大
正
琴
教

室
」、
人
材
育
成
事
業
助
け
合

い
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
ぽ
か
ぽ
か
の
会
」「
常

盤
楯
山
を
整
備
す
る
会
」
の

３
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の

成
果
等
を
発
表
。

　

そ
の
後
、
優
れ
た
児
童
文

学
作
品
に
贈
ら
れ
る
「
ひ
ろ

す
け
童
話
賞
」
を
昨
年
受
賞

し
た
町
出
身
の
童
話
作
家
、

最
上
一
平
さ
ん
が
受
賞
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
上
さ
ん
は
受
賞
作
の
「
じ

ぶ
ん
の
木
」
の
朗
読
な
ど
を

と
お
し
、
こ
れ
ま
で
発
表
し

た
作
品
に
込
め
た
思
い

を
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
紹
介
。「
朝
日
町
の

風
景
は
何
か
を
語
り
か

け
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
ん
で
す
」
と
話
し
、

ふ
る
さ
と
の
風
景
が
多

く
の
作
品
の
源
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
、

現
在
も
大
沼
で
体
験
し
た
出

来
事
を
元
に
し
た
作
品
を
執

筆
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
に
は
、
町
を
紹

介
す
る
本
と
し
て
昨
年
町
内

全
世
帯
に
配
布
さ
れ
た
「
朝

日
町
宝
物
が
た
り
」
を
利
用

し
た
○
×
ク
イ
ズ
大
会
も
開

催
。「
平
成
17
年
に
開
通
し

た
明
鏡
橋
は
通
算
７
代
目
？
」

な
ど
３
問
が
出
題
さ
れ
、
町

に
関
す
る
ち
ょ
っ
と
し
た
知

識
も
学
び
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
写
真

第
23
回
朝
日
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

３
団
体
が
活
動
成
果
を
発
表
、
最
上
一
平
氏
が
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
語
る

3 年間の取り組みについて発表を行う
「常盤楯山を整備する会」の佐竹昇代表

講演する最上一平さん

町雇用創造協議会が今年 1 月から
事務所を置く旧送橋小学校



町政スポット
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まちの話題
「ホームページに写真」の表記があるものについては、町ホームページの「まちの

写真館」コーナーで、多くの写真を紹介しています。ぜひご覧ください。

ＪＴＢ東北　クリーンアップキャンペーン 2010　～地域と環境との交流～
(２月 19 日／立木地区ほか )

海の子・山の子交流会「山のつどい」
(２月５日／Ａｓａｈｉ自然観ほか )

　旅行代理店「ＪＴＢ東北山形支店」

の社会貢献事業として、高齢者宅の

雪かきをサポートする無料のツアー

が 2月19日行われ、仙台市などか

ら約40人が町を訪れました。

　活動の場所となったのは、全 35

世帯のうち半数以上にあたる20世

帯が高齢者世帯の立木地区。豪雪に

見舞われた今年は雪の後始末が大き

な負担となっています。

　宮城県七ヶ浜町と当町の児童が交

流する「海の子・山の子交流会」の「山

のつどい」が 2月 5日行われ、七ヶ

浜町立汐見小学校児童ら 50 人が町

を訪れました。

　この交流会は平成 14 年度から毎

年開催されているもので、今年で９

回目。朝日町（山の子）と七ヶ浜町（海

の子）それぞれの児童が風土の異な

る互いの町を行き来することで、日

頃できない体験を行うものです。

　Asahi 自然観でゴムチューブ滑り

やかんじき体験など雪遊びをたっぷ

りと楽しんだ海の子たち。昼食には

西五百川小の４・５年生が育てたも

ち米を使ったおこわのおにぎりを味

わうなど、山の子たちの心温まる雪

国のもてなしに大満足の様子でした。

　参加者は4班に分かれて3軒の民

家と公民館の排雪作業を実施。日ご

ろあまり目にすることのない雪の量

に最初は驚きの表情を浮かべながら

もスコップで雪をかき分け、約1時

間半の作業を終える頃には額に大粒

の汗を浮かべていました。

　仙台市から参加した 20代の女性

は「以前からボランティアに興味が

あり、数人の仲間と参加しました。

雪は思ったよりも重く、高齢者の苦

労がわかりました。少しでも力にな

れれば幸いです」と息を弾ませてい

ました。

　作業終了後は、いもがわ温泉で汗

を流したほか、ワイン城を訪れた参

加者。作業の達成感とワインも味わ

い、朝日町での一日を満喫しました。

ホームページに写真

立木地区の高齢者宅の雪かきを支援

山の子たちの雪国のもてなしに大満足！
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　西部公民館が主催する草木染め体
験講座が２月 20 日同館で開催され、
18 人が参加しました。
　草木染めとは文字通り、草木など
天然素材の染料で色をつけるもの。
この日はキハダの皮、ブドウの皮、コー
ヒーが用意され、シルクのストールに

好みの色をつけていきました。
　約３時間の作業で黄色や紫、薄茶
などに色づけられた、シルク特有の
光沢感を放つストールが完成。参加
者は「とても素敵なものに仕上がり、
大満足です」と笑みを浮かべていま
した。

　創遊館の 10 周年を記念した町民
コンサート「＝今井倭子とともに
＝響け未来の風のせて」が 2 月 13
日、創遊館ホールで行われました。
　10 年 の 間 に 今 井 さ ん と 関 わ っ
て来た個人や団体がそれぞれのス
テージを披露。満員の観客は出演

者の生の歌声や息づかいを間近に
感じていました。

【出演者（団体）】今井倭子、コー
ロ・アウローラ、コーロ・リリコ、
宮宿小 5・6 年生、朝日中第 2 学年、
劇団はなまる、あめっかぜ　（敬称
略）

　中高生を対象にした「ボランティ
ア＆ふれあい育児体験」が２月 26
日、子育て支援センターで行われ
ました。
　参加者はセンターのガラス磨き
やおもちゃの消毒などの奉仕活動
を行ったあと「ちょっと早めのパ

パ・ママ体験！」と題した思春期
からの健康管理について学習。そ
の後センター利用者の好意で実際
に赤ちゃんを胸に抱いてみた参加
者。「とても幸せな気分。苦労して
育ててくれた親に感謝したいです」
と話していました。

光沢感ある黄色・紫・茶色のストールに仕上がる
～西部公民館で草木染めを楽しむ講座～

「＝今井倭子とともに＝響け未来の風のせて」
～創遊館 10 周年を記念した町民コンサート～

赤ちゃんをだっこ、母親の気分を味わったよ
～次世代のパパ・ママ ボランティア＆ふれあい育児体験～

　卒業を間近に控えた３月８日、西
五百川小学校の「６年生を送る会」
が同小体育館で行われました。
　この会は在校生がお世話になった
６年生に感謝の気持ちを伝える行事。
約 10 年から 15 年ほど前に始まった
と言われ、現在は多くの小学校で年

中行事として定着しています。
　この日の西五百川小学校では、５
年生が運営を担当し、各学年ごとに
歌や「よびかけ」を発表。最後に「あ
りがとうございました」の言葉を添
えて、在校生が 17 人の６年生に手作
りの色紙を手渡しました。

　「カフェ蔵」のミニワインパーティー
が２月 25 日と 26 日行われ、両日とも
に満席となる 20 人が参加しました。
　この催しは地元の食材を使った料
理を地元産のワインで味わってもら
おうと、カフェ蔵が初めて企画した
もの。ワインは料理ごとに㈲朝日町

ワインの白田総務部長がセレクトし、
料理の提供に合わせてそれぞれの特
徴などを説明しました。
　参加者は「町の食文化を満喫でき
ました。ワインにあう手づくりの料
理も最高です」と満足げに頬を赤ら
めて話していました。

感謝の気持ちを歌や「よびかけ」で伝える
～町内各小学校 で「６年生を送る会」～

カフェ蔵 ミニワインパーティー「ワイン物語」
地元の食材を使った料理を地元産のワインで味わう

ホームページに写真

ホームページに写真
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▼
当
初
田
中
さ
ん
は
立
木

に
住
ん
で
い
ま
し
た
ね
。

田
中　

平
成
21
年
３
月
ま

で
立
木
に
居
住
し
な
が
ら
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

　

日
々
の
暮
ら
し
や
展
覧
会

な
ど
で
、
立
木
の
方
々
、
そ

し
て
町
の
皆
さ
ん
に
は
本
当

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

川
勝　

私
は
平
成
17
年
の

10
月
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

自
分
と
同
じ
東
北
芸
工
大
の

卒
業
生
が
小
学
校
を
拠
点

に
創
作
活
動
を
始
め
た
と
い

う
噂
を
聞
い
て
、
軽
い
気
持

ち
で
見
学
に
来
た
と
こ
ろ
、

予
想
以
上
に
雰
囲
気
が
良

く
て
…
。
も
と
も
と
実
家
は

埼
玉
で
す
が
、
芸
工
大
に
進

学
し
て
か
ら
は
、
祖
母
が
暮

ら
す
大
江
町
に
住
ん
で
い
ま

し
た
の
で
、
距
離
的
に
も
い

い
か
な
と
…
。

▼
お
二
人
と
も
こ
こ
が
創
作

の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
と
か
。

田
中　

立
木
は
夜
空
が
と

て
も
素
敵
な
ん
で
す
。
星
空

や
月
明
か
り
が
宇
宙
を
感

じ
さ
せ
る
と
い
う
か
、
宇
宙

空
間
に
放
り
出
さ
れ
た
感
じ

…
。
仕
事
か
ら
帰
っ
て
く
る

と
、
辺
り
は
い
つ
も
真
っ
暗

で
し
た
が
、
車
か
ら
降
り
て

空
を
見
上
げ
る
の
が
楽
し
み

で
し
た
。

　

今
は
作
品
の
約
８
割
が

宇
宙
を
テ
ー
マ
に
し
た
も

の
。
立
木
の
空
を
見
な
か
っ

た
ら
、
宇
宙
を
描
い
て
い
な

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
私
の
作
家
名

「
敦
木
愛
子
」
の
「
木
」
は
、

「
立
木
」
の
「
木
」
か
ら
と
っ

た
も
の
。
立
木
に
は
そ
れ
だ

け
作
品
制
作
の
原
点
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

川
勝　

私
の
場
合
は
「
音
」

で
す
ね
。
こ
こ
で
活
動
し
て

い
る
と
、
人
工
的
な
音
が
な

く
、
鳥
や
虫
の
声
、
川
の
せ

せ
ら
ぎ
が
心
地
よ
く
耳
に

入
っ
て
き
ま
す
。

　

私
の
専
門
は
金
属
工
芸
で

作
る
も
の
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
こ

こ
で
は
音
を
テ
ー
マ
に
し
た

オ
ブ
ジ
ェ
も
創
り
ま
し
た
。

▼
地
域
の
方
と
の
交
流
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

田
中　

お
茶
の
み
を
し
た

り
、
野
菜
を
も
ら
っ
た
り
、

朝
日
川
で
釣
り
を
教
え
て
も

ら
っ
た
り
…
。
そ
う
言
え
ば
、

マ
ム
シ
も
ご
ち
そ
う
に
な
り

ま
し
た
（
笑
）。

　

毎
年
開
催
す
る
展
覧
会

で
設
け
た
お
茶
の
み
の
場
が

地
元
の
方
々
や
来
訪
者
と
の

距
離
を
縮
め
て
く
れ
ま
し
た

ね
。
人
が
つ
な
が
っ
て
町
全

体
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

▼
今
後
の
活
動
予
定
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

田
中　

ま
ず
は
実
家
の
愛

知
に
帰
り
、
３
年
以
内
に
海

外
を
目
指
し
ま
す
。
行
き
先

は
欧
米
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
現
地
の
仕
事
を
見
つ
け

て
か
ら
日
本
を
離
れ
る
つ
も

り
で
す
。
最
短
で
５
年
、
理

想
と
し
て
は
10
年
の
滞
在
を

考
え
て
い
ま
す
。

川
勝　

山
形
市
に
あ
る
「
山

形
ま
な
び
館
（
旧
山
形
一

小
）」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

同
館
に
常
駐
し
、
館
内
に
設

け
た
工
房
で
引
き
続
き
指
輪

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
制

作
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
町
の
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

一
言
。

田
中　

私
た
ち
が
卒
業
し

て
も
、
あ
と
り
え
マ
サ
ト
や

芸
工
大
の
学
生
に
よ
る
「
か

も
し
か
隊
」
の
活
動
は
続
き

ま
す
。

　

卒
業
す
る
者
が
い
れ
ば
、

入
学
す
る
者
も
い
る
、
そ
れ

が
学
校
で
す
。
マ
サ
ト
も
複

数
の
人
が
出
入
り
し
な
が

ら
、
末
永
く
活
動
が
続
い
て

い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

川
勝　

芸
術
と
い
う
と
、
敷

居
の
高
い
印
象
を
持
た
れ
が

ち
で
す
が
、
決
し
て
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
芸
術
は
実

は
日
常
の
中
に
あ
る
も
の
な

ん
で
す
。
今
後
も
あ
と
り
え

マ
サ
ト
を
通
じ
て
芸
術
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

「私たちこの春、立木小学校を卒業します」

旧立木小で創作活動　あとりえマサト　田中 敦子さん（右）

川勝 節子さん（左）

　旧立木小を拠点に創作活動を行っている芸術家グループ「あ

とりえマサト」から、この春２人が巣立ちます。

　一人は平成 17 年６月のあとりえマサト発足以来、代表とし

て会を率いてきた田中敦子さん。日本画が専門で、平成 21 年

３月までは立木に居住し、精力的に活動を展開してきました。

　もう一人は金属加工が専門の川勝節子さん。平成 17 年 10

月から活動に参加し、自らの創作活動に励むとともに、展覧

会の運営など会の活動を支えてきました。

　「立木小は母校。『別れ』ではなく、『卒業』なんです」と口

をそろえる二人。5 年 10 カ月の思い出と今後の予定について

伺いました。

「あとりえマサト」の「マサト」とは、この剥製のカモシカの名前

「せっかくなので、マサトと一緒に…」と笑顔を見せてくれました
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私
が
３
人
目
の
子
ど
も
を
妊
娠
し
た
と
き
、

地
区
の
方
に
、「
ま
た
、
子
ど
も
が
増
え
て
あ

り
が
た
い
、
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ね
。」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
私
に
は
、

ち
ょ
っ
と
く
す
ぐ
っ
た
い
言
葉
だ
っ
た
。

　

私
が
暮
ら
す
地
区
は
、
少
子
化
の
波
に
も
れ

ず
、
子
ど
も
の
少
な
い
地
区
だ
。
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
相
手
は
も
っ
ぱ
ら
兄
弟
か
、
地
域
の
大

人
だ
。
友
達
の
よ
う
に
駆
け
寄
っ
て
い
く
我
が

子
の
頭
を
撫
で
て
、
畑
か
ら
採
れ
た
ば
か
り
の

作
物
を
く
れ
た
り
、「
お
前
の
ト
マ
ト
だ
よ
、

ち
ゃ
ん
と
世
話
し
て
な
」
と
苗
を
植
え
て
く
れ

た
り
す
る
方
々
。「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
だ
」
と

言
っ
て
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
子
ど
も

た
ち
は
本
当
に
幸
せ
だ
と
思
う
。

　

小
さ
な
子
ど
も
が
犠
牲
に
な
る
、
胸
が
苦
し

く
な
る
よ
う
な
事
件
報
道
が
後
を
絶
た
な
い
背

景
の
一
つ
に
、
近
所
付
き
合
い
の
希
薄
さ
も
取

り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
が
、
朝
日
町
に
は
そ
れ
が

な
い
。
子
ど
も
た
ち
を
温
か
い
目
で
見
守
り
、

一
緒
に
育
て
て
下
さ
る
地
域
の
方
々
に
私
は
感

謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
朝
日
町

と
い
う
温
か
い
町
で
育
っ
た
事
は
、
子
ど
も
た

ち
の
誇
り
に
な
る
と
信
じ
た
い
。（

ク
ロ
ー
バ
ー
）

地
域
の
宝

　宮宿剣道スポ少の設立 30 周年を記
念した紅白戦と式典が２月 27 日町民体
育館などで行われました。
　同スポ少は 1981 年に設立。これまで
127 人が卒団し、中学や高校で目覚ま
しい活躍を見せているほか、現在は数
人が指導者として地域に残り、子ども
たちと日々竹刀を交えています。
　紅白戦には 14 人の団員のほか、およ
そ 30 歳までの OB・OG ら 30 人が出場。

白熱した試合を繰り広げ、気迫のこもっ
た掛け声を会場に響かせました。
　開発センターで行われた記念式典に
は、関係者ら約 80 人が出席。30 年の
歩みを振り返るとともに、団員が減少
している中でも今年度は全日本都道府
県対抗少年剣道優勝大会（９月 20 日
／大阪府）に出場するなど、過去最高
の成績を収めたことなどが報告され、
今後ますますの飛躍を誓いました。

【お詫びと訂正】

広報あさひまち 2011 年２月号で次の誤り
がありました。お詫びして訂正いたします。
▼訂正箇所　16 頁「わたしの作品」

・誤　阿部篤くん（西五百川小４年）
・正　阿部篤くん（西五百川小６年）

宮宿剣道スポ少が設立 30 周年　紅白戦と式典で節目を祝う

広
報
委
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
　

私
的
あ
さ
ひ
ま
ち
生
活
町
広
報
委
員
が
仕
事
や
趣
味
、
家
庭
な
ど
を
通
じ
て
垣
間

見
え
る
朝
日
町
の
姿
や
日
常
の
思
い
を
自
由
に
綴
り
ま
す
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平
成
22
年
度 

町
体
育
協
会
表
彰
式

　

各
競
技
の
大
会
で
活
躍
し
た
方
な
ど
を
対
象
に
し
た
町
体
育
協
会
表

彰
式
が
２
月
27
日
、
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
の
席
上
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
19
個
人
、
３
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
殊
勲
賞
、
優
秀
賞
、
功
労

賞
の
各
賞
を
受
賞
。
町
体
育
協
会
の
花
山
忠
夫
会
長
か
ら
賞
状
と
メ
ダ

ル
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
写
真

◆
殊
勲
賞

▼
菅
井
拓
人(

東
海
大
山
形
高
３

年
／
大
町
／
陸
上)

▼
今
井
将
真

(
酒
田
商
高
３
年
／
大
町
／
剣
道)

▼
阿
部
陽
祐(

酒
田
商
高
３
年
／

緑
町
／
剣
道)
▼
星
野
裕
太(

米

沢
中
央
高
３
年
／
宇
津
野
／
剣
道)

▼
佐
藤
陸(

山
形
工
高
３
年
／
真

中
／
剣
道)

▼
志
藤
綾
子(
左
沢
高

３
年
／
川
通
／
剣
道)
▼
冨
樫
幸

姫(

山
形
商
高
３
年
／
助
ノ
巻
／

剣
道)

村
山
弦
士(

日
大
山
形
高
３

年
／
常
盤
／
柔
道)

▼
清
野
嵩
悠

(

山
形
中
央
高
２
年
／
四
ノ
沢
／
ス

キ
ー)

▼
今
野
駿(

山
形
南
高
２
年

／
大
町
／
バ
ス
ケ)

▼
清
野
真
好

(

山
形
商
高
２
年
／
四
ノ
沢
／
バ
ス

ケ)

▼
白
田
滉
子(

山
形
西
高
２
年

／
大
谷
五
／
新
体
操)

▼
柴
田
明

日
香(

山
形
工
高
１
年
／
元
町
／

水
球)

▼
鈴
木
智
美(

山
形
商
高
１

年
／
常
盤
／
バ
ス
ケ)

▼
遠
藤
幹

士(

朝
日
中
３
年
／
舟
渡
／
卓
球)

◆
優
秀
賞

▼
阿
部
智
恵(

霞
城
学
園
高
２
年

／
常
盤
／
卓
球)

▼
宮
宿
剣
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団(

古
川
哲
兵
、
冨

樫
春
優
、
大
竹
晶
徳
、
佐
藤
亜
美
、

今
井
祐
太
、
佐
藤
夏
奈
、
布
施
秀

次)

▼
大
谷
ジ
ュ
ニ
ア
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団(

長
岡
龍
輝
、志
藤
康
平
、

白
田
大
、菊
地
竜
ノ
介
、鈴
木
貴
大
、

菊
地
泰
河
、
志
藤
紀
洋)

▼
朝
日

卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団(

女
子
…

阿
部
奈
於
、長
岡
真
緒
、長
岡
志
保
、

大
野
翠
、
阿
部
雪
奈
、
佐
竹
里
緒
、

長
岡
果
菜　

男
子
…
阿
部
篤
、
佐

竹
康
平
、
海
野
丞
史
、
阿
部
将
史
、

阿
部
崇
人)

▼
五
十
嵐
美
輝(

大
谷

小
６
年
／
栗
木
沢
／
陸
上)

◆
功
労
賞

▼
長
岡
利
吉(

太
郎
三
／
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル)
▼
小
川
澄
夫(

太
郎
二
／

登
山)

　

な
お
、
受
賞
者
の
中
で
も
、
全

国
大
会
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
た

清
野
嵩
悠
さ
ん
（
第
22
回
全
国
高

等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会　

ア
ル

ペ
ン
男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム　

第
４
位
）

と
柴
田
明
日
香
さ
ん
（
第
３
回
全

日
本
ユ
ー
ス
水
球
競
技
選
手
権
大

会　

優
勝
）
に
は
鈴
木
町
長
よ
り

賞
詞
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。



あ
き
ら
め
な
い
心

努
力
の
積
み
重
ね
こ
そ
が　
　
　

人
生
の
宝

町長歳時記

（63）

　

私
た
ち
誰
し
も
が
、
そ
ん
な
に
強

い
人
間
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
一
言
で

く
じ
け
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の

で
す
。

　

し
か
し
、
あ
き
ら
め
な
い
で
が
ん

ば
る
、
努
力
す
る
、
こ
の
こ
と
が
最

も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

何
も
し
な
い
う
ち
か
ら
、
ま
た
努

力
も
し
な
い
う
ち
か
ら
あ
き
ら
め

る
。
も
し
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
そ
れ
は
な
ん
と
悲
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
人
間
の
「
行
動
」
の
過
程

に
は
、
必
ず
「
動
機
」
と
い
う
も
の

が
存
在
し
ま
す
。
あ
る
「
目
的
」
を

達
成
す
る
た
め
に
「
目
標
」
を
掲
げ

ま
す
。
そ
の
目
標
が
高
け
れ
ば
高
い

ほ
ど
、
目
標
達
成
の
道
程
に
は
多
く

の
困
難
が
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
く
る
こ

と
が
往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
。
な
ぜ

私
た
ち
は
そ
の｢

目
標｣

を
掲
げ
た

の
か
。
そ
こ
に
は
必
ず
、
「
こ
う
あ

り
た
い
」
「
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
確
固
た
る
「
目
的
」

が
存
在
す
る
の
で
す
。

　

簡
単
に
あ
き
ら
め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
そ
の
目
標
が
高
け
れ
ば
高

い
ほ
ど
、
最
後
の
最
後
ま
で
、
必
死

に
な
っ
て
く
ら
い
つ
い
て
い
く
。
た

と
え
、
ど
ん
な
に
ま
わ
り
道
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
あ
き
ら

め
な
い
で
、
最
後
ま
で
努
力
し
て
い

く
。
こ
の
姿
勢
、
努
力
こ
そ
が
、
最

も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

自
分
自
身
に
納
得
の
い
く
生
き

方
。
悔
い
の
な
い
生
き
方
。
そ
う
し

た
前
向
き
な
生
き
方
・
人
生
を
常
に

心
に
持
ち
、
何
事
に
も
立
ち
向
か
っ

て
い
く
、
そ
う
い
っ
た
勇
気
が
必
要

で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
努
力
の
積
み
重
ね

こ
そ
が
、
尊
い
人
生
の
宝
と
な
る
の

で
す
。
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区　名 　出生児氏名 　性別　　保護者名

四ノ沢　清　野　　　琉
るい

　男　英樹・さやか

おしあわせに

岡　崎　光　男
（米沢市）

齋　藤　文　子
（杉　山）

佐　竹　　　翼
（常　盤）

渡　辺　　　茜
（大江町）

長　岡　暁　生
（本　町）

浅　岡　春　香
（宇津野）

志　藤　淳　基
（大谷六）

鈴　木　理　絵
（寒河江市）

菅　井　正　貴
（沼　向）

鎌　田　悦　子
（山形市）

長　岡　宏　明
（常　盤）

柴　田　みゆき
（四ノ沢）

長　岡　　　寛
（西　町）

大　滝　瑠　美
（大江町）

すこやかに

■平成２３年(２０１1年)
２月１日～２月28日届出

やすらかに

●平成２３年２月２８日現在
　人　口　８，０５１ 人 (－　４)
　　　男　３，９９１ 人 (－　２)
　　　女　４，０６０ 人 (－　２)
　世帯数　２，５１７世帯(±　０)

(　　)内 前月比
--------２月中の異動--------

出　生　　１人　転　入　　９人
死　亡　　７人　転　出　　６人

区　名　　　死亡者氏名　　世帯主名

水　本　　　髙　橋　チ　ヨ　　熊次郎
小　原　　　佐　藤　みさを　　政　隆
大　町　　　安　藤　千　代　　和　治
大谷三　　　鈴　木　和　夫　　多美子
真　中　　　鈴　木　康　子　　長兵衛
元　町　　　鈴　木　髙　雄　　髙　敏
西船渡　　　若　月　かつゑ　　勝　雄
元　町　　　鈴　木　輝　子　　丈　男

人口と世帯数

　長井市から中山町までの最上川をカヌーで下る「第

１回最上川カヌー探訪」の開催に向けた、同実行委員

会の結成大会が３月１日創遊館で行われました。

　このイベントは、最上川とカヌーによる地域おこし

を目的に、NPO「ブナの森（長岡昇代表）」が企画。

昨年５月に本大会を想定した「トライアルイベント」

を行うなど、これまで下準備を進めてきました。

　結成大会には、実行委員会の母体となる NPO「ブ

ナの森」、大江カヌー愛好会、山形カヌークラブの各

代表のほか、各種後援団体の代表者、１日目の宿泊

地となる上郷地区４区の各区長が出席。30 人程度の

参加者を想定した企画内容や事故防止策などについ

て協議が行われたあと、実行委員会の委員長に長岡

昇氏、事務局長に大江カヌー愛好会の佐竹久氏を選

出。最後に委員会の結成宣言が採択され、本大会に

向けた活動が本格的にスタートしました。

　詳細は今後ホームページ等で随時紹介。興味のあ

る方はどうぞご覧ください。

▼ NPO「ブナの森」　朝日町宮宿 1115（町公所会館内）

　☎ 85-0377　URL　http://bunanomori.org/

　プロスノーボーダーの児珠
藍 さ ん（ 大 町 ） が こ の ほ ど
行 わ れ た PSA-ASIA　 ス ノ ー
ボ ー ド ク ロ ス in 白 鳥 高 原

（2/25-26 ／岐阜県）で準優勝
を果たしました。
　2006 年に行われたトリノ
オリンピックの「スノーボー
ドクロス」を見て、競技に興
味を持ったという児珠さん。競技を始めたのはその翌
年ですが、持ち前の身体能力の高さと努力でメキメキ
と力をつけ、昨年の全日本スノーボード選手権スノー
ボードクロス競技で準優勝、競技開始からなんと３年
目にしてプロ資格を取得しました。
　「目標はオリンピック出場」ときっぱり。そんな児
珠さんの活躍に今後も注目です。

長
井
市
～
中
山
町
間
約
53
キ
ロ
を
１
泊
２
日
で
下
る

「目標はオリンピック出場」

プ
ロ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
児
珠
藍
さ
ん

3 月 1 日に行われた実行委員会の結成大会

第
１
回
最
上
川
カ
ヌ
ー
探
訪 

今
夏
開
催
予
定

戸籍の

ま ど



　厳しかったこの冬も、ようやく春の
気配が感じられるようになりました。
思えば観光振興推進員として朝日町へ
やって来たのは、2 年前のこの季節…。
 
　春は山間の里、朝日町が一番輝く時。
山桜が舞い、雅楽の調べが響き渡る大
沼浮島稲荷神社の例大祭…。鳥たちが
羽を休める、ちょっと温んだ五百川峡

谷での川下り…。満開の白いりんごの
花の下でのお花見…。
　そして春はステキな笑顔が町中にあ
ふれる季節…。皆さんのあたたかいコ
コロに感謝して…。

▼町観光協会「あさひ旅のココロ館」
　☎ 0237－67－2134
　URL　http://asahimachi-kanko.jp/

「青空の鏡」
佐 藤 真 澄 さん（朝日中２年／助ノ巻）
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わたしの作品　ー第 52 回こども県展 入選作品ー

やるべき時にやること

それが大切です

　
大
学
入
試
で
携
帯
電
話
を
使
っ
た
前

代
未
聞
の
カ
ン
ニ
ン
グ
事
件
。
一
方
、

大
学
で
は
昨
今
、
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
他

人
の
文
章
を
無
断
で
引
用
す
る
「
コ
ピ

ペ
（
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
）
論
文
」
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
「
情
報
化
」
の
進
展
が

生
ん
だ
、負
の
産
物
と
言
え
そ
う
で
す
。

　
こ
の
「
情
報
化
」
が
急
速
に
進
ん
だ

90
年
代
半
ば
当
時
、高
校
生
だ
っ
た
私
。

大
学
入
試
の
小
論
文
の
例
題
に
、
こ
の

言
葉
が
よ
く
登
場
し
て
い
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
が
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
95
の

発
売
前
後
の
こ
の
頃
、
自
分
が
言
葉
の

意
味
を
理
解
し
て
い
た
と
は
到
底
思
え

ま
せ
ん
。
ど
ん
な
文
章
を
書
い
て
い
た

の
か
、
我
な
が
ら
疑
問
に
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
学
生
時
代
に
理
解
で
き
な

か
っ
た
り
、
役
に
立
た
な
く
て
も
、
社

会
に
出
て
活
き
る
知
識
や
体
験
は
意
外

と
多
い
も
の
で
す
。
大
切
な
の
は
勉
強

す
べ
き
時
に
勉
強
し
た
り
、
何
か
や
る

べ
き
時
に
し
っ
か
り
と
そ
れ
を
や
り
遂

げ
る
こ
と
。
そ
う
し
た
時
期
に
不
正
や

楽
を
し
た
と
し
て
も
、
結
局
は
自
分
が

損
を
す
る
だ
け
だ
と
思
い
ま
し
た
。

佐
久
間
　
淳

旅旅のの

観光協会だより

コ
コロ
コ
コロ

by 町観光協会
観光振興推進員
亀井秀介 美しく、やさしい朝日町の春


